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While "Smart City" or "Smart Community development projects are proceeding at various places in the 

world, the technical definition of the "Smartness" and its international standard have not been established 

yet. Therefore by defining the technical aspect of the "Smart City" as international standards, we can use 

them as a technical guide畑 eand a measurement standard when we design a development plan of a city. 

In this presentation, I introduce "Smart urban infrastructure metrics which Japan has submitted to ISO 

as a new proposal. 
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1.背景

2009年版『国連且界都市化予測』報告 (UNWorld 

Urbanization Prospects)参考文献 l)によると、 2050年

には世界人口の 69%(63他人）が都市に北中する、と予

測されている。このような状況においては、都市の居住性、

都市におけるエネルギーii1骰、都市の炭境影器、等の問迎

が、 現在にも増して屯要となる。

昨今、様々なベンダーが「スマートシティ」「スマートコ

ミュニテイ」に関する構想を発表しており、実際に世界各

国で建設が進行中である。各構想に差呉はあるものの、基

本的には上氾諸l叫l迎が解決されなければならない。

現在「スマー トシティ」の定義に関する漢然としたコン

センサスは存在するものの、必要な機能 ・実現レベル等に

関する国院栢準は存在しない。その一方で、国際的政府調

逹においては、 WTOのTBT協定により「同際椋準を某礎

とする」ことが義務付けられているため、基礎となるスマ

ートシティの国際標準化が急務となっている。逆に、適切

な国際標部規格を策定することにより 、都市イ ンフラの国

際的な調達を促進することとなり、ひいては日本のインフ

ラ輸出振興政策にも狡することとなる。

本稿では、現在H本から ISOに提案中の "SmartUrban 

Infrastrncture Metrics（スマー ト都市インフラ測定指標）＂

について紹介する。

2.乱立する「スマートシティ」の定義

現在一般的に使用されているスマートシティの定義に

は、却こ以下の4つの系絵がある。

定義 ］． スマートグリッドの拡張型

スマートグリッドが此存亀力網の闊度化を意味するのに

対し、屯力以外の都市インフラ（ガス、交通、上下水等）

も含めて高度化した都市。都市インフラ提供ベンダーは、

この意味で使用することが多い。

定義2．環境配慇型都市

Sustainable Development（持続可能な開発 ：後の世代

に現在と同じ哀境を残すために、天然資源の利用に制限を

加える、という考え方）に基づいた、環境仇荷低減型都市

（サステナプルシティと呼ぶ場合もある）。猿境業種関係

者、及び主に欧州では、この意味で使用することが多い。

定義 3.ICTによる商度サービスを実現する都市

2000~2005年に世界各国で推進されていた危子政府の

後継の考え方で、行政サービスだけでなく 、都市インフラ

サービス全てを ICTにより高度化した都市。インテリジェ

ン ト都市とII、Fばれる椒合もある。主に ICT関係者は、この

意味で使）1］することが多い。

定義4.QoLを前視した都市

いわゆる文化的な都市。住民の快適さ、 QoL(Quality of 
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Life:生活の質）或いは高度なユーザエクスベリエンスに

却l艮を四いた都市。主に、都市計画者 ・都1|i1}{I発行が使川

することが多い。

これらの定義にはそれぞれの立場から見たメリットがあ

るため、どれか1つだけではなく、可能ならば全ての要索

が実現されるのが理想である。

本指標の設計においては、「定義 1~3の施策を実現した

上で、更に時間軸の要素（ある局而での（直と、値の変化茄）、

世代交代等を加味した結果実現される、定義4のような都

市」、をスマートシティの定義とする。

3 日本提案 「スマート都市インフラ測定指標」の紹介

日本提案「スマート都市インフラ測定指標」の概略を紹

介する。本稿の発表時点 (2011年 12月 14日）では、ま

だ設計作業に芯手していないため、現時点 (2011年 11月

初旬）で想定している範囲内で、検討方法 ・検討項1]を説

明する。

3. 1設計にあたっての基本原則

指椋を設計するにあたり、以下のような晶本原則を設定

した。

原則 1:都市インフラを検討対象とする。

原則 2：技術によって改善可能なインフラを対象とする。

原則 3:測定項目及ぴ測定方法を椋準化対象とする。

原則4:都市の類型 ・多様性を考砲する。

原則5:都市の一連のライフサイクルに対し適用可能な

ものとする。

以下、各原則について説明する。

(1)原則 1:「都市インフラ」の定義

都市インフラを定義するにあたり、「都市の 3階／芭モデ

ル」という考え）jを迎入する。

、.““遍％た》詫•9.
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，1¥生活サーピスレイヤー
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93)都市インフラレイヤー

図 1．都市の3階附モデル

都市の 3階陪モデルとは、都市の機能を 3つの階肘に分

けて定義する考え方である。各レイヤーの定義は以下のと

おり。

①生活サービスレイヤー ：都市機能を住民に提供するレ

イヤー（商業サービス、行政サービス等、都市生活に

係るサービス全般。

②施設レイヤー ：住民に対するサービスを実行するハ

コモノ。住居、オフィス、商業施設、交通ハプ、等。

③都市インフラレイヤー ：上記の施設の機能を支える都

市インフラ。エネルギー、水、モビリティ（交通）、悦

棄物、佑報通信等。

この 3階lIV,に対し、主に、都rliインフラレイヤーを検討

対象とする。

個々の都市インフラの評価において、既存の指標がある

場合は活用 していく ("Don'treinvent the wheel")。また、

個々の都市インフラだけでなく、インフラ同士の関係性に

ついても考邸する。

(2)原則2:技術によって改善可能なもの

都市の快適さを測る指椋として、例えば、就業率、貧困

率のような経済指椋、犯罪発生率等の行政指標、教育水準、

大学・博物館・美術館数のような文化的指摂も考えられる。

しかしこれらの項目は、技術的な手段での解決は一般に困

難である。また文化的指標に至っては都市ごとの個性を示

すものであり、国際椋準にすべき項目ではない。

よって、本指栢設計においては、あくまでも技術的手段

で直接的解決可能な都市インフラ、に検討対象を限定する。

(3)原則3:目標値ではなく測定項目が重要

指標を設計するにあたり、日標値を設定する方法と、日

椋i直を規定せず測定項目 ・測定方法のみを規定する方法の

2通りが考えられる。「スマー ト」さの実現に固執するなら

高度な目様値の設定が哨ましい。

しかし各都市の状況により目標とする（直は異なり、必ず

しも贔水準の実現を必要としない椒合もある（例えば上水

の届合、 n本以外のほとんどの国では、直接飲料できるレ

ベルの品質を要求していない）。

よって、本指襟設計においては、測定項目及び測定方法

を標準化対象とする。これにより、各都市の現在の水準に

は依存せず、 都市インフラの改善値を示すことが可能とな

る。

(4)原則4:都市の類型・多様性を考慮

一言で「都市」と言っても、行政都市、工業都1h （工業

団地）、学園都市 ・学術都市、リゾー ト都市等、様々な種類

があり 、都市インフラに対する要求項IJは異なる（例えば、

行政都市ではアクセス（都市内交通インフラ）を重要視す

る、等）。特にインフラ間の関係性は「都市の性格」を示す

特徴として現れるはずである。

本指様の設計においては、このような都市の類型 ・多様

性を告應する。

(5)原則5 :都市のライフサイクル

般的に都市は、初期計画（マスタープラン）から、建

設 ・再開発を繰り返し、拡大 ・縮小といったプロセスを辿

る。これら一連の成長プロセスを都市のライフサイクルと

呼ぶ（図 2)。本指椋は、都市のライフサイクルにおける各

ステージでの適用を検討する。
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3. 2 「スマート都市インフラ測定指標」の検討方法

(1)都市インフラの種頚

都市で生活する 1ズで必要となるインフラ。具体的には、

エネルギー、水環境、 モビリティ 、）16棄物処理、梢報；山（五、

等の種類から成り立つ。それぞれの詳細は表 1のとおり。

表 1 都市インフラの例

1 エネルギー ,,'U:)Jグリッド、ガス、燃料、 ．．．

2 水環境 上水処理、上業用水、再生水、 下水処

理、．．．

3 モビリティ 追路、鉄逍、空港、港柄、河川、 …

4 廃棄物処理 悦棄物回収、リサイクル、…

5 梢報通i,t 枯報処狸、キャリア、インターネット、

放送局、…

(2)各インフラの性能 ・要望事項

都市に関与するステークホルダーとしては、住民、都市

運党者、都市に対する国際世論の3者があり、それぞれの

視点によって、都市インフラに対する要睾事項が異なる。

住民視点は都市におけるQoL(Quality of Life :生活の

質）の向ヒを指向する。よって都市インフラに対しては、

便利、快適、安全、安心、等の特性が要望事項となる。

都市運営者視点は都市の持続的成長 (Sustainability)、

具体的には住民福祉の充実、税収増加岬を指向する。よっ

1 

2 

3 

て侃Iiインフラに対 しては、匁J；祁運営、光業活性化、世代

術邸、等の特性が要望項17となる。

国際且論視点はその都市の炭境配邸 (Eco-conscious)の

向上を指li1Jする。よって、都市インフラに対しては、地球

温暖化対応、 1!:ii原節約、生物多様性保企、等が要望事項と

なる。

以上をまとめたものは表 2のとおり。

表 2 都市インフラに対する要沼事項

品質 便利、快適、安全、 住民視点
,+女.・、Lヽ‘ 

持続的成長 効率運営、 P柑業活性化、 都市運祗者

世代循環 視点

殷境配邸 地球温眼化対応、資源 国際111論

節約、生物多様性保全 視点

(3) 「スマー トさ」を検討するためのマトリクス

以上に述べた、（1)都市インフラの種類、 （2)各インフラ

の性能 ・要望事項、をそれぞれ横軸 ・縦軸に取ってマトリ

クス化し、両者の交わる項日について「スマートさ」を検

討する。検討マトリクスのイメージは、表 3のとおり。

表 3 「スマートさ」を検討するためのマ トリ クス

都市インフラ エネルギー 水環境 モビリティ 廃棄物処理 情報通信 その他
(Energy) 仰ater) (Mobility) 0f'Jaste) (ICl) 

・電カグリッド ・上水処理 ・追路 ・廃棄物回収 ・情報処理

性能
・ガス ・（工業用水） •鉄道 ・リサイクル ・キャリア

(Perfonnances・ 
・燃料 ・（再生水） ・空港 ．．．．．囀 ・インターネット

to be technically improved) 
● ● 9,.  ・下水処理 ・港湾 •河川 ・放送局

．．．． ．．．． ..... 

①便利
「エネルギー」 x「安心」の例

...... . ．．．．．． 

品只
②快適

・年平均停電時間 「モビリティ」 x「便利」の例 「情報通信」 x「便利」の例

(Quality) ③安全 （短い程良い） • 平均遅延時間 ・無線LANの利用可能エリア

住民視点
④安心 ． （短い程良い） (per人、 per面積）

．．．．．． 
（広い程良い）... ＼ ノ

⑤効率運営 ． ．．．．．． 

持続的成長 ⑥産業活性化 1「エネルギー」 x「効率運営」の例 I
(Sustainability} 

⑦世代循環 l • Demand side management ） 都市管理者視点
... 

⑧地球温暖化 ． ．．．．．． 

環境配慮 ⑨資源節約 「廃棄物処理」 x「地球温暖化」の例
(Eco-conscious) 

・CO2排出醤（per人、perGDP) 
国際世論視点 ⑩生物多様性

（少ない程良い）．．． 
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3. 3鉄道インフラにおけるスマートさの考察

ここでは、本検討会のメインテーマである鉄追インフラ

を例に取り、 日本の優（立性を国際標準に盛り込むための考

え方について説明する。

都市内の鉄道交通に関するスマートさを表す測定項目と

して、 住民視点の「便利」 の観点から、 例えば、以下の2

つの測定項目が考えられる。

(i) 2つの駅の間の平均移動時間 （短ければ短い程よい）

(ii)ダイ ヤの乱れが発生してから、通常運行に戻るまで

の平均回復時間（短ければ短い程よい）

どちらの測定項目も、鉄道インフラにおける「便利」の

項Hとして納待できるものである。しかしインフラを提供

する立場から考えると、両者を実現する際の難易度はまっ

たく異なる。

(i)については、極論すると、亀車の速度を上げることに

よって実現が可能と なるため、多くのベンダーが参入する

こととなる。

一方、(ii)については、実現方法が直接的にはわかりに

くい。例えば、複数の交通手段が提供できるのであれば、

代替輸送という形で実現が可能である。 しかし、地理的な

制約等がある場合は、平均同復時間の短縮そのものをなん

らかの形で実現する必要があり、具体的には、店度な運行

竹理及び長年の積み韮ねに基づくノウハウが必要となって

くる。これは新規参人ベンダーが容易に実現できるような

機能ではなく、まさに 「列車運行の正確さ」という、日本

の強みが生きる評価指棟となる。

規準提案において、技術的な優位性をそのまま規格化し

ようとしても、実現困難性が陣在化するため否決される可

能性が高し‘。

しかし到達目様ではなく 測定項目としての規格であれ

ば、誰にとっても実現可能なので、規格化に反論すること

は困難であり、 標準として成立する可能性が闘い。一度成

立してしまえば、その規格に茄づいたサービスを提供する

局面において、ベンダーの技術的な差異が影牌することに

なる。

このように、n木企業が持つ技術的優位性を、いかに、

それとわからない形で、規格の項目と して表現するかが重

要となる。

4. 今後

現在 (2011年 11月初旬）の状況は、日木から ISO/1‘MB

（技術審議委且会）に提出した NWIP（新規作業項目）に

ついて、TMB メンバー国に配布、採用可否が議論されて

いる状應である。投張期間を考紐すると、最速で 2012年6

月にTMBにて審議となる。可決後ISO内での正式議論が

開始となり、最短2年、2014年末の成立を目指す。

指椋そのもののH本国内における検討については、2011

年 12月末に国内瑚議委員会の郡備会を立ち上げるf7定で

あり、準備会内で謡論を開始する。 ISOでの可決を受け、

準備会から国内審諦委員会へと名称変更する予定である。
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